
12月１日号

平成29年(2017)

NO.1902

第１･第３金曜日発行

われら地域見守り隊！
市長コラム２

４ 育児コーナー16
市役所からのお知らせ５

アルヴェクリスマスフェスタ15

情報チャンネルa18
上下水道の広場８ 常陸太田市で交流の輪！24

市の団体向け施設見学会に参加した児
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新生町内会婦人部のみなさん。
11月14日、雄和華の里にある｢里の家｣できりたんぽ作りを体験♪

(関連記事は23ページに)

市民の生活情報誌
12月10日(日)から、
除排雪のコールセンターを開設

☎(888)9400

11〜14ページに
秋田市ゆき対策の
手引きを掲載しています
真ん中から取り出して
今冬の保存版にしてくださいね！



10
月
下
旬
、
秋
田
県
市
町
村
職
員
海

外
研
修
団
の
団
長
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
問

し
て
き
ま
し
た
。
目
的
は
農
業
や
畜
産

業
、
林
業
、
さ
ら
に
は
観
光
や
環
境
行

政
の
事
例
調
査
な
ど
で
、
数
年
来
、
日

程
が
確
保
で
き
ず
参
加
で
き
な
か
っ
た

も
の
が
今
年
よ
う
や
く
叶�

�

っ
た
も
の
で

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
に
あ
っ

て
、
表
面
的
な
情
報
で
あ
れ
ば
瞬
時
に

得
ら
れ
ま
す
が
、
実
際
に
現
地
に
足
を

運
ぶ
こ
と
で
、
改
め
て
い
ろ
い
ろ
と
考

え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
特
に
印
象
に
残

っ
た
｢ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
松
｣の
植
林

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

元
々
は
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
原
産

の
苗
木
か
ら
植
林
し
１
世
紀
を
経
た
も

の
で
、
材
質
自
体
が
し
っ
か
り
し
て
い

て
、建
築
用
材
や
家
具
は
も
と
よ
り
、

紙
･パ
ル
プ
の
原
料
な
ど
、
幅
広
く
加

工
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
優

れ
て
い
る
点
は
、
成
長
が
早
く
30
年
程

で
約
30
㍍
の
樹
高
に
な
る
こ
と
で
す
。

30
年
周
期
で
苗
木
を
植
え
、
育
て
、
伐�

り
、
ま
た
植
え
て
と
、
こ
れ
を
繰
り
返

す
こ
と
で
、
低
コ
ス
ト
で
優
良
な
木
材

資
源
の
供
給
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
地

域
の
雇
用
･経
済
に
大
き
く
寄
与
し
て

き
た
よ
う
で
す
。

不
思
議
な
も
の
で
こ
う
し
た
見
聞

�
�
�
�

を

通
し
て
帰
国
後
何
を
感
じ
た
か
と
い
う

と
、
か
え
っ
て
秋
田
杉
の
良
さ
に
気
づ

い
た
こ
と
で
す
。
確
か
に
秋
田
杉
の
成

長
に
は
50
年
以
上
か
か
る
と
さ
れ
、
手

間
ひ
ま
コ
ス
ト
と
い
う
経
済
的
側
面
だ

け
を
み
る
と
か
な
い
ま
せ
ん
。
た
だ
そ

の
分
、
年
輪
の
幅
が
狭
く
き
れ
い
に
揃

っ
て
お
り
、
く
る
い
、
伸
縮
も
小
さ
く

強
度
･耐
久
性
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
木
の
断
面
の
質
感
が
細

や
か
で
美
し
く
、
ま
た
、
杉
特
有
の
香

り
に
は
本
当
に
癒�

�

さ
れ
ま
す
。
元
来
日

本
の
家
屋
は
、
柱
や
梁�

�

が
木
、
畳
が

草
、
障
子
や
襖

�
�
�

が
紙
を
材
料
と
し
て
い

ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
木
目
の
美
し
さ

や
香
り
に
ぬ
く
も
り
を
感
じ
気
持
ち
が

落
ち
着
く
と
い
う
の
は
、
わ
れ
わ
れ
日

本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に

深
く
刻
み
込
ま
れ

て
い
る
と
し
て
も

不
思
議
は
な
い
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

日
頃
あ
ま
り
使

わ
な
い
自
宅
の
日

本
間
で
執
筆
し
た

り
、
秋
田
駅
の
待
合
ロ
ビ
ー
や
西
口
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
を
歩
い
た
り
す
る

と
、
秋
田
杉
の
よ
さ
が
実
感
で
き
ま

す
。
戦
後
植
林
し
た
秋
田
杉
の
伐
採
期

に
あ
る
今
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
･

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
を
見
据
え
、
国

内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
を

迎
え
て
い
ま
す
。
も
と
よ
り
森
林
は
、

地
球
温
暖
化
防
止
や
土
砂
災
害
防
止
、

水
源
の
涵�

�

養�
�

機
能
な
ど
多
面
的
価
値
を

有
す
る
資
源
で
あ
り
、
今
回
改
め
て
そ

の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

さ
て
、
季
節
は
師
走

�

�

�

12
月
、
今
年
も

ま
も
な
く
暮
れ
て
い
き
ま
す
が
、
み
な

さ
ん
に
と
っ
て
こ
の
１
年
は
ど
の
よ
う

な
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
杉
が
１
年

１
年
、
年
輪
を
刻
ん
で
い
く
よ
う
に
、

明
�
�
�

年�
�

み
な
さ
ん
が
刻
む
新
た
な
年
輪

が
、
確
か
な
そ
し
て
幸
せ
な
も
の
と
な

る
よ
う
に
祈
念
し
て
い
ま
す
。

市長コラム

秋田市長 ● 穂積 志(もとむ)
海外研修で現地の放牧場を視察している様子

◆市長の動向などは、こちらのホームページでをお伝えしています。http://www.city.akita.akita.jp/city/mayor/

２

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
松
と
秋
田
杉

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
松
＝
ラ
ジ
ア
ー
タ
パ
イ
ン
と
呼
ば
れ
る
松
の
一
種

秋田駅西口バスターミナル
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地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
平
成
14
年

か
ら
毎
年
、
公
共
施
設
の
修
繕
を
行
っ

て
い
る
秋
田
建
築
労
働
組
合
青
年
部
(古

屋
清
太
青
年
部
長
)に
、
11
月
９
日
、
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
９
月
に
、
泉
の
秋
操
近
隣

公
園
集
会
所
の
軒
天
井
の
補
修
や
塗
装

工
事
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
　

公
園
課
☎
(８
８
８
)５
７
５
５ 感謝状贈呈式で。穂積市長(中央左)と同組合

青年部のみなさん(左から幹事の渡邉さん、
青年部長の古屋さん、事務局の後藤さん)

市政トピックス

ア
サ
ガ
オ
や
ゴ
ー
ヤ
な
ど
の
ツ
ル
で

覆
わ
れ
た
〝
緑
の
カ
ー
テ
ン
〟
の
風
景
を

撮
影
し
た
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
に
、
今
年
は
17
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
作
品
を

市
役
所
内
に
展
示
し
、
来

館
者
に
よ
る
投
票
を
行

っ
た
結
果
、
上
記
の
み
な

さ
ん
の
作
品
が
入
賞
し

ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

環
境
総
務
課

☎
(８
８
８
)５
７
０
４

こ
の
夏
の〝
成
果
〟を
パ
チ
リ

11
月
８
日
、
秋
田
市
と
(独)
住
宅
金
融

支
援
機
構
東
北
支
店
が
、「
[フ
ラ
ッ
ト

35
]子
育
て
支
援
型
･地
域
活
性
化
型
並

び
に
秋
田
市
多
世
帯
同
居
･近
居
推
進
事

業
及
び
秋
田
市
子
育
て
世
帯
移
住
促
進

事
業
に
係
る
相
互
協
力
に
関
す
る
協
定
｣

を
締
結
し
ま
し
た
。

協
定
で
は
、
市
の
多
世
帯
同
居
･近
居

推
進
事
業
と
子
育
て
世
帯
移
住
促
進
事

業
の
補
助
対
象
者
に
対
し
、
同
機
構
の

住
宅
ロ
ー
ン
(フ
ラ
ッ
ト
35
)の
金
利

を
、
当
初
５
年
間
、
年
０
･25
％
引
き
下

げ
る
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

市
の
事
業
内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

多
世
帯
同
居
･近
居
推
進
事
業
は

住
宅
整
備
課
☎
(８
８
８
)５
７
７
０

h
ttp
://w
w
w
.city.akita.akita.jp
/

city/cs/h
s/tasetaikin
kyo
/

子
育
て
世
帯
移
住
促
進
事
業
は

企
画
調
整
課
☎
(８
８
８
)５
４
８
７

h
ttp
://w
w
w
.city.akita.akita.jp
/

city/p
l/m
n
/iju
/

子
育
て
世
帯
･移
住
者
に
や
さ
し
い
住
環
境
整
備
を

協定書を手にする吉永兼一
東北支店長­­­­(左)と穂積市長

公園の修繕に感謝状を贈呈

修繕後の軒天井

作業の様子

赤
川
知
子
さ
ん

個
人
の
部
優
秀
賞

大
野
律
子
さ
ん

個
人
の
部
最
優
秀
賞

団体の部 最優秀賞
学校法人和洋学園認定こども園
勝平幼稚園ひよこ保育園

団体の部 優秀賞

雄和福祉会
デイサービスセンター緑水苑

10月31日の表彰式で



４

は
よ
う
！
｣｢お
帰
り
！
｣。
小
学

校
周
辺
の
通
学
路
か
ら
、
今
日

も
元
気
な
あ
い
さ
つ
が
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
児
童
の
安
全
な
登
下
校
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
の
は
地
域
の
｢見
守
り
隊
｣

｢パ
ト
ロ
ー
ル
隊
｣の
み
な
さ
ん
で
す
。

各
地
区
で
規
模
や
形
態
は
異
な
り
ま

私
た
ち
は
、
日
新
小
学
校
区
内
の
通
学

路
約
15
か
所
で
、
下
校
時
に
見
守
り
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
見
守
り
隊
に
は
約

120
人
程
登
録
し
て
い
ま
す
が
、
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
数
人
ず
つ
、
学
校
周
辺
の
狭
い

道
路
、
県
道
を
渡
る
横
断
歩
道
な
ど
で
子

ど
も
た
ち
を
誘
導
し
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
の
発
足
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
地
区
も
隊
員
の
高
齢
化
と
活
動
で

き
る
人
の
固
定
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、
で

き
る
範
囲
で
見

守
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
が
、

新
た
な
〝
地
域

の
目
〟
が
増
え

て
く
れ
る
と
う

れ
し
い
で
す
。

問 学事課☎(888)5806

す
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
町
内
会
、
民
生
児
童
委

員
協
議
会
な
ど
を
中
心
に
協
力
し
て
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
毎
朝
ま
た
は
下
校
時

間
に
合
わ
せ
、
お
も
に
通
学
路
の
道
路
が

狭
く
な
っ
て
い
る
場
所
や
、
交
通
量
の
多

い
道
路
を
横
断
す
る
場
所
な
ど
に
立

ち
、
声
を
か
け
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確

保
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
雪
が
降
り
道
路
の
状
態

が
悪
化
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
よ
り
一

層
、
見
守
り
隊
の
サ
ポ
ー
ト
が
心
強
く
感

じ
ら
れ
る
季
節
に
な
り
ま
す
。

守
り
隊
の
活
動
は
、
通
学
路
の

安
全
確
保
だ
け
で
は
な
く
、
不

審
者
が
地
域
に
入
っ
て
く
る
こ
と
を
防

ぐ
効
果
も
あ
り
ま
す
。
大
人
が
登
下
校

時
に
通
学
路
に
立
ち
、
｢こ
の
学
区
に
は

地
域
ぐ
る
み
の
監
視
の
目
が
あ
る
｣と
い

う
こ
と
を
知
ら
し
め
る
こ
と
で
、
不
審
者

を
遠
ざ
け
、
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら
守

っ
て
く
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
見
守
り
隊
の
活
動
が
本
格

的
に
始
ま
っ
た
の
は
平
成
17
年
か
ら
で

す
が
、
最
近
で
は
隊
員
の
高
齢
化
、
ま
た

特
に
下
校
時
、
学
年
に
よ
っ
て
帰
る
時
間

が
異
な
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
十
分
な
活

動
が
で
き
て
い
な
い
地
域
が
あ
る
の
も

現
状
で
す
。
子
ど
も
は
〝
地
域
の
宝
〟
、

そ
の
元
気
な
笑
顔
を
守
る
こ
と
が
私
た

ち
大
人
の
役
割
で
す
。
引
き
続
き
、
見
守

り
隊
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

地
域
の
見
守
り
隊
な
ど
の
活
動
状
況

に
つ
い
て
は
、
お
住
ま
い
の
地
区
の
小
学

校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

見守り隊のみなさんが、雨の日も風の日も、子ど
もたちの安全安心をサポートしてくれています

(写真は日新小学区)

お｢

見

新屋地区子供見守り隊
世話役の齋藤忠男さん
(右)と藤田 強さん

声をかけて見送り

児
童
の

安
全
安
心
を

見
守
り
隊
が

サ
ポ
ー
ト
！

児
童
の

安
全
安
心
を

見
守
り
隊
が

サ
ポ
ー
ト
！

隊員に聞きました！

秋
田
市
で
は
、
市
が
学
校

給
食
費
を
管
理
す
る
公
会

計
方
式
を
導
入
し
て
お
り
、
給
食
費
の

納
付
は
原
則
、
口
座
振
替
(自
動
払
込
)

で
す
。
お
子
さ
ん
の
健
全
な
成
長
の
た

め
、
充
実
し
た
栄
養
管
理
が
で
き
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

来
年
４
月
に
小
学
１
年
生
に
な
る
お
子

さ
ん
が
い
る
保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

学
校
給
食
費
に
関
す
る
お
知
ら
せ
と

口
座
振
替
依
頼
書
を
、
就
学
時
健
康
診
断

の
際
に
配
布
し
ま
し
た
。
書
類
を
お
読

み
の
上
、
口
座
振
替
依
頼
書
を
12
月
29
日

(金)
ま
で
金
融
機
関
に
提
出
願
い
ま
す
。

学
校
給
食
費
｢公
会
計
｣Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
 毎
月
の
給
食
費
の
計
算
方
法
は
？

Ａ
１
食
あ
た
り
の
単
価
に
、
給
食
を
食

べ
た
回
数
を
掛
け
て
出
し
ま
す

Ｑ
 口
座
振
替
の
時
期
は
？

Ａ
毎
月
28
日
。
休
日
の
場
合
は
、
金
融

機
関
の
翌
営
業
日
に
な
り
ま
す

Ｑ
 口
座
が
残
高
不
足
だ
っ
た
ら
？

Ａ
口
座
振
替
不
能
の
お
知
ら
せ
と
納
付

書
を
送
付
し
ま
す
。
金
融
機
関

で
、
現
金
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い

学
事
課
☎
(８
８
８
)５
８
０
６

問

学
校
給
食
費
は

口
座
振
替
で
す



今
月
納
期
の
市
税
は
、
固
定
資
産
税

第
３
期
と
国
民
健
康
保
険
税
第
６
期
で

す
。
納
期
限
は
１
月
４
日
(木)
。
納
期
内

に
納
付
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

市
税
の
納
付
に
は
、
簡
単
で
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　

納
税
課
☎
(８
８
８
)５
４
８
３

国
保
年
金
課
☎
(８
８
８
)５
６
３
４

◆

休
日
納
付
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

市
･県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
な
ど
の
休
日
納
付
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。
納
付
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

開
設
日
▼

12
月
16
日
(土)
･17
日
(日)
･23
日

(土)
･24
日
(日)
･29
日
(金)
･30
日
(土)

時
間
▼

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

場
所
▼

市
役
所
２
階
の
納
税
課

☎
(８
８
８
)５
４
８
１

◆
年
末
の
交
通
安
全
運
動

12
月
11
日
〜
20
日

夕
暮
れ
や
夜
間
に
お
出
か
け
の
際

は
、
明
る
い
服
装
や
反
射
材
が
付
い
た

服
を
着
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
｢
時
間
･車
間
距

離
･心
｣に
ゆ
と
り
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

◆
12
月
は
飲
酒
運
転
追
放
県
民
運
動
の

強
化
月
間
で
す

ア
ル
コ
ー
ル
は
少
量
で
も
脳
の
機
能

を
ま
ひ
さ
せ
ま
す
。
交
通
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
、
一
人
一
人
が
次
の
こ
と

を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

■

運
転
す
る
時
は
、
絶
対
に
酒
を
飲
ま

な
い
　
■

酒
を
飲
ん
だ
時
は
、
絶
対
に

車
を
運
転
し
な
い
　
■

運
転
す
る
人
に

は
、
絶
対
に
酒
を
飲
ま
せ
な
い
　
■

酒

を
飲
ん
だ
人
に
は
、
絶
対
に
車
を
運
転

さ
せ
な
い

●
問
い
合
わ
せ
　

交
通
政
策
課
☎
(８
８
８
)５
７
６
６

野
菜
･花
き
の
栽
培
に
関
す
る
基
礎

的
な
技
術
と
、
農
業
経
営
管
理
に
関
す

る
知
識
･技
術
の
習
得
を
図
り
ま
す
。

受
講
無
料
で
す
が
、
テ
キ
ス
ト
代
、
保

険
料
な
ど
は
実
費
で
す
。
定
員
は
若
干

名
で
、
書
類
審
査
と
面
接
に
よ
る
選
考

と
な
り
ま
す
。

対
象
(す
べ
て
を
満
た
す
か
た
)▼

①
野
菜
･花
き
の
経
営
を
志
し
、
研
修

修
了
後
１
年
以
内
に
市
内
で
就
農
が

確
実
に
見
込
ま
れ
る
か
た
　

②
申
請
時
50
歳
以
下
の
か
た
　

③
普
通
自
動
車
運
転
免
許
が
あ
る
か
た

(取
得
見
込
み
を
含
む
)

研
修
期
間
▼

来
年
４
月
か
ら
２
年
間

会
場
▼

園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー
(仁
井
田
字

小
中
島
)ほ
か

申
し
込
み
▼

所
定
の
申
込
書
で
１
月
31

日
(水)
(必
着
)ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
、
園
芸
振
興
セ
ン
タ

ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
(同
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
)。
☎
(８
３
８
)０
２
７
８

対
象
は
、
企
業
･団
体
の
管
理
職
、
人

事
労
務
担
当
者
、
女
性
中
堅
社
員
、
テ

ー
マ
に
関
心
の
あ
る
か
た
。
会
場
は
い

ず
れ
も
市
役
所
３
階
の
中
央
市
民
Ｓ
Ｃ

洋
室
４
。
受
講
無
料
。
定
員
各
30
人
。

【
１
回
目
　
12
月
18
日
(月)
】

①
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分
 

｢女
性
の
活
躍
を
推
進
す
る
職
場
環
境

に
つ
い
て
｣…
講
師
：
合
同
会
社
あ
き

た
こ
ま
ち
ネ
ッ
ト
の
本
田
正
博
 代
表

②
午
後
２
時
45
分
〜
３
時
45
分

｢多
様
性
あ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
目
指

し
て
｣…
講
師
：
ア
ス
カ
人
事
労
務
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ
の
高
橋
一
貴
 代
表

【
２
回
目
　
１
月
15
日
(月)
】

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

｢リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
｣…
講
師
：
あ
き

た
Ａ
Ｔ
研
究
会
の
髙
橋
静
子
 代
表

申
し
込
み
▼

生
活
総
務
課
女
性
活
躍
推

進
担
当
へ
。
締
め
切
り
は
１
回
目
が
12

月
13
日
(水)
、
２
回
目
が
１
月
10
日
(水)
。

☎
(８
８
８
)５
６
５
０

市
庁
舎
の
利
用
者
増
加
お
よ
び
屋
外

環
境
整
備
工
事
に
伴
い
、
市
役
所
駐
車

場
が
混
雑
し
て
お
り
ま
す
。

市
役
所
ま
た
は
中
央
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
へ
は
、
で
き
る
だ
け
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、
乗
り

合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

市の事業について、詳しくは各課へお問い合わせいただくか、下記ページをご覧ください。
u公式ホームページ　http://www.city.akita.akita.jp/
u公式ツイッター　https://twitter.com/akitacity
u秋田市役所Facebookページ　https://www.facebook.com/city.akita

市民課窓口

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
文
中
｢Ｓ
Ｃ
｣は
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
略

年
末

�
�
�
�

年�
�

始�

も

交
通
安
全

�
�
�
�
�
�
�
�

！

市�

税�
�

の
納�

�

付�

は

納�
�

期�

内�
�

に
！

ほ
く
と
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
明
徳
館
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
利
用
で
き
ま
せ
ん

改
修
工
事
の
た
め
12
月
か
ら
３
月
中

旬
ま
で
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
程
お
願

い
し
ま
す
。
☎
(８
３
２
)９
２
２
０

５ 広報あきた　平成29年12月１日号

渡
り
鳥
へ
の
餌
付

�

�

け
は
自
粛
を

渡
り
鳥
な
ど
に
接
触
す
る
こ
と
で
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
感
染
の
恐
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
餌
付
け
は
自
粛
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

環
境
総
務
課
☎
(８
８
８
)５
７
０
５

新�
�

規�

就�
�
�

農�
�

研�
�

修�
�
�

生�
�

(野�

菜�
�

･

花�

き
栽
培

�
�
�
�

)の
２
次�

募�

集�
�
�

女
性

�
�
�
�

の
活
躍

�
�
�
�

推
進

�
�
�
�

！

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー



ひ
と
り
親
家
庭
の
か
た
を
対
象
に
、

お
子
さ
ん
が
修
学
す
る
際
の
入
学
金
や

授
業
料
な
ど
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
ま

す
。
今
年
度
か
ら
合
格
前
の
申
請
も
受

け
付
け
ま
す
の
で
、
要
件
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
振
り
込
み
ま
で
時
間
を
要
し

ま
す
の
で
、
借
り
入
れ
を
ご
検
討
の
か

た
は
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
子
ど
も
総
務
課

☎
(８
８
８
)５
６
９
０

市
で
は
｢健
康
表
彰
｣と
し
て
、
昨
年

度
１
年
間
に
、
保
険
給
付
を
受
け
る
こ

と
が
な
く
、
か
つ
特
定
健
康
診
査
を
対

象
者
全
員
が
受
診
し
、
国
民
健
康
保
険

税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
に
、
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

健
康
の
維
持
･増
進
の
た
め
、
年
に

一
度
は
、
特
定
健
診
な
ど
の
各
種
検
診

を
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　

国
保
年
金
課
☎
(８
８
８
)５
６
３
０

秋
田
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

会
長
を
長
年
務
め
ら
れ
た
中
川
修
一
さ

ん
に
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
発
展
に

貢
献
し
た
功
績
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

国
保
年
金
課
☎
(８
８
８
)５
６
３
０

｢う
ち
エ
コ
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ

�

�

�

�

｣を
開
催
！

実
施
日
▼

12
月
11
日
(月)
〜
15
日
(金)

会
場
▼

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

内
容
▼

｢う
ち
エ
コ
診
断
｣、
環
境
写
真

展
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｅ
Ｃ
Ｏ
切
手
デ
ザ
イ

ン
展

◆
う
ち
エ
コ
診
断
…
ご
家
庭
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
状
況
や
年
間
光
熱
費
か
ら

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
算
出
し
、
各
家
庭

に
合
っ
た
無
理
な
く
で
き
る
省
エ
ネ

対
策
な
ど
を
ご
提
案
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
秋
田
市
地
球
温
暖
化

防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
(８
７
４
)８
５
４
８

環
境
に
や
さ
し
い
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
本
体

と
付
属
品
の
購
入
費
、

設
置
に
必
要
な
工
事
費

に
補
助
し
ま
す
。

対
象
▼

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
を
市
内
の
住
居
に
設
置
す

る
個
人
、
ま
た
は
事
業
所
な
ど
に
設
置

す
る
法
人
　
補
助
額
▼

対
象
経
費
の
２

分
の
１
(上
限
20
万
円
)

●
問
い
合
わ
せ
　

環
境
総
務
課
☎
(８
８
８
)５
７
０
４

秋
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
救

急
医
療
時
に
役
立
つ
情
報
を
記
入
し
た

｢安
心
カ
ー
ド
｣を
入
れ
て
保
管
す
る

｢安
心
キ
ッ
ト
｣を
無
料
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
、
か
か
り
つ
け
医
や
持

病
な
ど
の
医
療
情
報
を
書
い
た
安
心
カ

ー
ド
を
容
器
に
入
れ
、
冷
蔵
庫
に
保
管

し
ま
す
。
併
せ
て
、
安

心
キ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と

を
示
す
ス
テ
ッ
カ
ー
を

玄
関
内
側
と
冷
蔵
庫
に

貼
っ
て
お
く
と
、
万
が
一
、
具
合
が
悪
く

な
り
救
急
車
を
呼
ん
だ
際
、
駆
け
つ
け

た
救
急
隊
員
が
ス
テ
ッ
カ
ー
を
見
つ

け
、
冷
蔵
庫
か
ら
安
心
キ
ッ
ト
を
取
り

出
し
、
中
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
初
期
対

応
が
迅
速
に
進
め
ら
れ
ま
す
。

体
調
に
不
安
を
感
じ
る
か
た
は
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ご
希
望
の
か
た

は
、
地
区
社
協
ま
た
は
地
区
の
民
生
委

員
へ
ご
相
談
を
。

●
問
い
合
わ
せ
　
秋
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
☎
(８
６
２
)７
４
４
５

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
文
中
｢Ｓ
Ｃ
｣は
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
略

­­­­６

自
動
交
付
機
コ
ー
ナ
ー

平成29年11月１日現在の秋田市の人口〈平成27年国勢調査の結果を反映した数値〉

●人口u311,225人(+47)…男u146,678人(+47)　女u164,547人(±0)

●世帯u136,166世帯(+91) 

10月分 出生u192人　死亡u276人　転入u606人　転出u475人　

( )内は前月比●１年前の人口u313,64    8人

修�
�
�

学�
�

資�

金�
�

な
ど
を
無�

利�

子�

で
貸�

し
付�

け
ま
す

今
年
度
か
ら

合
格
前
の

申
請
も
受
け
付
け
ま
す

保�

険�
�

給�
�
�

付�

の
な
か
っ
た

国�
�

保�

加�

入�
�
�

世�

帯�
�

を
表
彰

�
�
�
�
�
�

木
質

�
�
�
�

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

の
設�

�

置�

費�

の
一�

�

部�

を
補�

助�
�

雄
物
新
橋
勝
平
側
の
市
道
船
場
町
１

号
線
の
道
路
改
良
工
事
が
、
12
月
20
日

(水)
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。
引
き
続
き
、

終
日
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
建
設
課
☎
(８
８
８
)５
７
４
９

表彰を受けられた
中川修一さん

12
月
は
地�

球�
�
�

温
暖

�
�
�
�

化�

防�
�

止�

月
間

�
�
�
�

｢安
心

�
�
�
�

キ
ッ
ト
｣で
迅
速

�
�
�
�

な

初�
�

期�

対
応

�
�
�
�

を

安心カード→

安
心
キ
ッ
ト
↓

ステッカー

国
民
健
康
保
険
事
業
発
展
へ
の
功
績

に
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
表
彰
状



７ 広報あきた　平成29年12月１日号

昭
和
52
年
３
月
以
前
に
建
て
ら
れ
た

事
業
用
建
物
の
照
明
器
具
に
は
、
Ｐ
Ｃ

Ｂ
(ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
)が
含
ま
れ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を

含
む
照
明
器
具
は
、
処
分
期
限
が
平
成

35
年
３
月
31
日
ま
で
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
該
当
す
る
建
物
を
所
有
す
る
事

業
者
は
、
照
明
器
具
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
一
般
住
宅
に
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む

照
明
器
具
は
使
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

＊
Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
人
工
的
に
作
ら
れ
た
油
状

の
化
学
物
質
で
、
有
害
で
あ
る
こ
と

か
ら
昭
和
47
年
以
降
は
製
造
な
ど
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

使
用
を
終
え
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
電
気

機
器
な
ど
は
、
｢Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
｣と

し
て
特
別
な
保
管
･処
分
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ
早
期
処
理
情
報
サ
イ
ト
(環
境
省
)

h
ttp
://p
cb-sou
kish
ori.en
v.go.jp
/

●
問
い
合
わ
せ
　
廃
棄
物
対
策
課

☎
(８
８
８
)５
７
１
３

女
性
は
閉
経
す
る
と
女
性
ホ
ル
モ
ン

の
低
下
に
よ
り
、
骨
量
が
減
少
し
ま

す
。
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
る
と
簡
単
に

骨
折
す
る
よ
う
に
な
り
、
寝
た
き
り
の

原
因
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
は
５
年
に
一
度

受
診
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
ご
自
分
の
骨
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
実
施
医
療
機
関
な

ど
は
、
冊
子
｢秋
田
市
の
健
診
ガ
イ
ド
｣

ま
た
は
保
健
予
防
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
(年
齢
は
来
年
３
月
31
日
時
点
)▼

40
･45
･50
･55
･60
･65
･70
歳
の
女
性

内
容
▼

問
診
、
骨
密
度
測
定

料
金
▼

１
千
300
円
(70
歳
の
か
た
は
無
料
)

●
問
い
合
わ
せ
　

保
健
予
防
課
☎
(８
８
３
)１
１
７
６

農
地
中
間
管
理
機
構
は
、
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
な
ど
で
、
耕
作
を
続
け
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
農
地
を
提
供
し

た
い
側
と
、
意
欲
あ
る
農
業
の
担
い
手

の
間
に
立
ち
、
農
地
の
貸
し
借
り
を
行

っ
て
い
ま
す
。

秋
田
市
で
は
、
こ
の
機
構
が
行
う
事

業
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事

業
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
農
業
農
村
振
興
課

☎
(８
８
８
)５
７
３
５

冬
は
灯
油
な
ど
の
油
類
を
扱
う
機
会

が
多
く
な
り
、
燃
料
タ
ン
ク
か
ら
油
が

流
出
す
る
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
最
近

で
は
、
積
雪
･落
雪
に
よ
る
燃
料
タ
ン

ク
や
配
管
の
破
損
の
ほ
か
、
地
下
埋
設

管
の
劣
化
が
原
因
で
油
が
漏
れ
出
す
ケ

ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

油
類
が
漏
れ
た
場
合
、
火
災
の
危
険
だ

け
で
な
く
、
河
川
な
ど
に
流
れ
出
す
と

周
辺
の
環
境
に
大
き
な
被
害
を
与
え
、

事
故
や
過
失
を
問
わ
ず
そ
の
原
因
者
は

多
額
の
処
理
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
燃
料
タ
ン
ク

の
減
り
具
合
を
確
認
し
、
設
備
の
状
態

を
点
検
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　

環
境
保
全
課
☎
(８
８
８
)５
７
１
１

…
火
災
が
心
配
な
場
合
は
、
消
防
本
部

予
防
課
へ
。
☎
(８
２
３
)４
２
４
７

気象庁からのお知らせは、大雨な
どの際、｢注意報｣→｢警報｣→｢特別警
報｣の順に大規模な災害が起こる可
能性があることを教えてくれます。
最新の気象情報に注意して、早め早
めの行動を心がけましょう。

防災安全対策課☎(888)5434

短 期
集 中
連 載

災害への備え、被害を受けた場合の
ワンポイントアドバイスをご紹介します

４

事�

業�
�
�

所�
�

な
ど
の
照�

�
�

明�
�

器
具

�

�

Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有

�
�
�
�

の
ご
確
認

�
�
�
�

を

灯�
�

油�

タ
ン
ク
の
点
検

�
�
�
�

は

定�
�

期�

的�
�

に
行�

�
�

い
ま
し
ょ
う

注意報

災害に備えた早めの準備を。雨風
の影響を受けやすい地区のかたや、
避難に時間を要するかたは早めに行
動しましょう。

警報

市などが発表する避難に関する情
報に注意して、必要に応じて速やか
に避難しましょう。

特別警報

直
� �

ちに命を守る行動をとりましょ
う。市などが発表する避難勧告など
に従って、直ちに避難所へ！

さらに激しい
大雨が続くと

大雨が
降り続くと

雨が強くなると 今
年

�
�
�
�

度�

の
骨�

�

粗�

し
ょ
う
症�

�
�

検
診

�
�
�
�

は
12
月�

�

で
終
了

�
�
�
�
�
�

農�
�

地�

の
有
効

�
�
�
�

活
用

�
�
�
�

を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

照明器具内部の型番の確認が必要です

避難情報が出ていなくても、
危険を感じたら自主避難行動を！
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ご意見やご感想、
ご質問などを
お寄せください

気温がマイナス４℃以下や、一日中氷点
下の真冬日が続いたときは、水道管が凍結
することがあり破裂しやすくなります。凍
結すると水が出なくなり、完全に凍ってし
まうと解凍作業や水道管の破裂修理に多額
の費用がかかる場合があります。

本格的な冬が来る前に、じゃ口や水抜き
栓の点検を忘れずに行いましょう。

①水抜き栓はしっかりと
水を出した状態で水抜き栓のハンドル

を閉めます。ハンドルの開閉は完全に行
ってください。中途半端な操作は漏水の
原因です。合わせて温水器や湯沸かし
器、ボイラーの水抜きも忘れずに！

②露出している水道管は要注意
露出している部分を布きれや発泡スチ

ロールなどで覆い、濡れないようにその
上からビニールテープで巻きましょう。

③メーターボックスに保温材を入れます
発泡スチロールなど

を細かく砕いて濡れな
いようビニール袋に入
れ、メーターを覆うよう
に包みましょう。

■水道の冬じたく３つのポイント

水道管にタオルなどを巻き付けて、約70
〜80℃のお湯をゆっくりかけるか、部屋全
体を暖かくして、ヘアドライヤーの熱風を
あてましょう。なお、スイッチを入れたま
まその場を離れると、       火災の原因になりま
すのでご注意ください。

■それでも水が出ないときは？

お客様センターへご連絡ください。解凍
作業を行う業者をご紹介します。アパート
などにお住まいのかたは管理会社や大家さ
んにご相談のうえ依頼してください。ただ
し、費用はお客様の負担となります。

お客様センター☎(823)8431

●支出 ３億7,244万５千円

施設整備などの費用 7,268万７千円

借入金 2,700万円

国の補助金 2,480万円

一般会計出資金など １億941万８千円

排水施設を整備したこと
による収入と支出

●収入 １億6,121万８千円

施設使用料 １億3,640万９千円

●収入 ８億4,320万８千円

●支出 ８億1,083万１千円

不
足
額
は
損
益
勘
定
留
保
資
金

な
ど
で
補
っ
て
い
ま
す

使った水をきれいにして川や海へ
返したことによる収入と支出

資本的収支
(税込み)

不足額 ２億1,122万７千円

収益的収支
(税抜き)

農業集落排水建設改良事業……6,117万３千円

・下北手寒川処理区を、隣接する下北
手中央処理区に統合するための工事

・下新城笠岡地内の既設橋撤去に伴う
圧送管移設工事

個別排水処理施設建設事業……1,149万４千円
・下浜羽川字小金沢および四ツ小屋字与左エ門川原に

おいて２基の浄化槽を設置　など

一般会計繰入金など
７億679万９千円

借入金の返済 ２億9,975万８千円

お
も
な
事
業

農業集落排水事業

〒010-0945 
川尻みよし町14-８
上下水道局総務課経営企画係
☎(823)8434･FAX(824)7414　
Eメール ro-wtmn@city.akita.akita.jp
http://www.city.akita.akita.jp/city/ws/

■それでも凍ってしまったら？

施設を維持管理する費用 ２億1,038万７千円

減価償却費など 
５億2,193万円１千円

借入金の利息 7,851万３千円

純利益 3,237万７千円
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●収入　72億2,159万５千円

●支出　58億8,301万９千円

●収入 14億7,503万５千円

●支出　37億6,856万４千円

受託工事収益など ９億2,794万９千円

減価償却費など 24億9,542万１千円

水道管の布設や施設整備などの費用　
23億3,660万８千円

借入金の返済 14億3,195万６­­­­­­千円

借入金 ９億3,800万円

国の補助金 １億1,368万３千円

加入金など ４億2,335万２千円

借入金の利息 ４億2,115万３千円

純利益 13億3,857万６千円

＊損益勘定留保資金＝施設の償却費など、企業の内部に留保される資金。­­­­­­­

不
足
額
は
損
益
勘
定
留
保
資
金

な
ど
で
補
っ
て
い
ま
す

水道水をつくり、お届けしたこと
による収入と支出

水道施設を整備したこと
による収入と支出

収益的収支
(税抜き)

不足額 22億9,352万９千円

資本的収支
(税込み)

水道料金
62億9,364万６千円

●収入　45億8,600万３千円

●支出　87億6,741万円

下水道を維持管理する費用 28億8,115万１千円

借入金 29億6,300万円

受益者負担金など ９億7,200万３千円

下水道管の布設や施設整備などの費用
29億483万９千円

借入金の返済 
58億6,257万１千円

使った水をきれいにして川や海へ
返したことによる収入と支出

下水道施設を整備したこと
による収入と支出

国の補助金 ６億5,100万円

借入金の利息13億3,986万５千円

減価償却費など
52億3,656万９千円

純利益10億991万１千円

●収入　104億6,749万６千円

●支出　94億5,758万５千円

不
足
額
は
損
益
勘
定
留
保
資
金

な
ど
で
補
っ
て
い
ま
す

不足額　
41億8,140万７千円

資本的収支
(税込み)

収益的収支
(税抜き)

水を供給するための費用
29億6,644万５千円

配水管整備事業…………16億3,984万６千円
・古くなった水道管の交換や、水の出方が悪い地区に

新たに水道管を整備

施設改良事業…………… ６億4,295万２千円
・土崎環状線の配水管整備工事
・金足線の配水管整備工事　・緊急貯水槽整備工事

管きょ建設事業……………17億944万５千円
・衛生的な生活ができるよう、トイレや台所などから

の生活排水を処理場まで送る汚水管や、雨による浸
水を防ぐための雨水管の整備など

特定環境保全公共下水道事業…５億9,613万６千円

・太平地区などに汚水管を布設

八橋終末処理場の旧管理棟耐震補強工事およ
び機械設備の更新工事…１億6,501万３千円

お
も
な
事
業

お
も
な
事
業

水道事業 下水道事業

き
れ
い
な

水
環
境
の
た
め
に
…

水道･下水道･農業集落排水事業は、みなさまからい
ただいている水道料金と下水道使用料などをおもな収
入として運営しています。平成28年度決算は、企業債
利息の減や諸経費の節減に努めたことにより、すべて
の事業で黒字決算となりました。黒字分は翌年度の借
入金の返済用に積み立てました。

これからも快適な暮らしを支える上下水道サービス
を安定して提供できるよう、業務の見直しや適切な事
業選択を行い、より効率的な経営に努めます。

下水道使用料　
50億2,564万円

一般会計繰入金など
54億4,185万６千円
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国保年金課☎(888)5630

高額療養費の申請は確定申告の前にお願いします

世帯の一か月の医療費自己負担額が、一定額(自己負

担限度額)を超えた場合、申請すると超えた分が払い戻

される高額療養費制度があります。申請の際、窓口で

領収書の原本を確認しますので、確定申告などで領収

書を提出する前に、高額療養費の

手続きをしてください。

高額療養費制度の申請に必要なもの
■国民健康保険被保険者証　
■振込先の預金通帳(世帯主名義)　
■手続きされるかたの身元確認書類(運転免許証など)　
■世帯主および申請対象者のマイナンバー確認書類　
■医療機関の領収書原本(受付印を押してお返しします)

申請窓口
(平日)

国保年金課(市役所１階)、各市民S C
��������

(中央･東部を除
く)、駅東S C

��������

、岩見三内･大正寺の各連絡所

問い合わせ

◆70歳未満のかたの自己負担限度額(月ごと)

＊過去12か月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から｢多数該
当｣となり、自己負担限度額が下がります。

＊｢現役並み｣｢一般｣の外来＋入院は、過去12か月以内に３回以上、上限額
に達した場合は、４回目から自己負担限度額が｢44,400円｣になります。

◆70歳以上のかたの自己負担限度額(月ごと)

◆給与所得の計算方法が一部変わります
その年中の給与(１月〜12月分)の収入

金額が1,000万円を超える場合、給与所

得控除の上限が220万円になります。

平成30年度からの税制改正
(所得税は平成29年分から)

◆医療費控除は領収書の代わりに
明細書の添付が必要になります
医療費の領収書は、自宅で５年間保

存する必要があります。また、医療費

通知(健康保険組合などが発行する｢医

療費のお知らせ｣など)を添付すると、

明細の記入が省略できます。

◆｢セルフメディケーション税制｣によ
る特例(医療費控除の特例)が新設
健康の保持増進や疾病予防の取り組

みを行うかたが、特定一般用医薬品(ス

イッチOTC医薬品)などを購入した場

合、一定の所得控除が受けられます。

なお、この特例の適用を受ける場合

は、従来の医療費控除を受けることが

できません。

控除額u特定一般用医薬品などの購入費
の合計額(保険金などで補てんされる金
額を除く)から12,000円を
引いた額(上限88,000円)
適用期間u平成29年１月１
日〜33年12月31日に購入
したもの

問い合わせ

確定申告は…秋田南税務署☎(832)4121
秋田北税務署☎(845)1161

住民税の申告は…市民税課☎(888)5476­­­

災害により住宅や家財などに損害を受
けたかたは、申告により雑損控除を受
けられる場合がありますので、ご相談
ください。

申告に向けて

住宅借入金等特別税額控除および配当
割額控除･株式等譲渡所得割額控除の適
用を受けるには、翌年度の住民税額が
通知される前に申告してください。
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市では、今冬も｢初期除雪の徹底｣｢的確な情報
収集｣｢迅速な除排雪対応｣の３つの目標を掲げ、
市民、委託業者、行政が一体となった取り組みを
進めています。

みなさんが、この冬を安全安心に過ごせるよ
う、ご理解とご協力をお願いします。除排雪に関する

お問い合わせは
コールセンター

☎(888)9400
12月10日(日)から３月15日(木)まで
午前８時〜午後８時
●道路豪雪対策本部設置時は24時間体制です
●コールセンター開設までは、道路除排雪対策本

部(市役所３階の道路維持課内)へお問い合わせ
ください。☎(888)5751

ゆき対策の内容のほか、除雪車の
位置や稼働履歴などがご覧いた
だけます。右のQRコードでもア
クセスできます(スマートフォ
ン、タブレット端末向け)

市では１月14日(日)に、地域住民の協力で町内
や学校周辺の通学路などの除排雪を行う｢市民一
斉除雪デー｣を予定しています。みなさんのご協
力をお願いします。問u生活総務課☎(888)5622

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.city.akita.akita.jp/city/josetsu/

11〜14ページ
【保存版】 
秋田市ゆき対策の手引き

排雪を伴う除雪作業の完了には３、４日程度要します
市街地で排雪を伴う除雪作業を行った場合、作業完了までに３、４日程度要しま
す。安全で迅速な作業に努めますので、ご理解とご協力をお願いします。

１月14日(日)は
市民一斉除雪デー
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雪寄せ(玄関から道路までの通路)
援助員を高齢者宅へ派遣します

ゆき対策各種サービスをご利用ください

対象u日常生活上の援助を要する、おおむね65歳以
上の一人暮らしなどで、雪寄せ援助が必要なかた
支援内容u１週間２回まで、１回１時間以内。利用
料は１回300円

申
込

お住まいの地区の地域包括支援センターへ。
詳しくは長寿福祉課☎(888)5668

対象u高齢者のみの世帯、障がいのあるかたがいる
世帯で、次のすべてに該当する場合
①自力で除雪ができない
②市内に親子･兄弟などがいない
③業者への除雪依頼が経済的に困難である
次の場合に派遣します
uガスボンベ･ストーブの排気口が雪で覆われて危険
u積雪で窓ガラスが割れそうで危険
uその他、降雪により危険

秋田市ボランティアセンター☎(862)9774
秋田市社会福祉協議会☎(862)7445 対象u市が除排雪作業を行う

道路に面した戸建て住宅に
お住まいで、おおむね65歳以上の高齢者のみか、
身体の不自由なかた(年齢は問わず)のみの世帯

問
道路除排雪対策本部☎(888)5751

道路豪雪対策本部設置時に
屋根の雪下ろし費用を助成します

＊積雪で家屋倒壊の危険がある場合は、同本部が設置されてい
ない場合でも、現地調査を行い助成の可否を決定します。

対象u65歳以上の高齢者のみか、65歳未満で次(①
〜④)のいずれかの交付を受けているかたのみの世
帯。ただし、市民税非課税で持ち家に限ります。
①身体障害者手帳 ②療育手帳 ③精神障害者保健
福祉手帳 ④特定医療費(指定難病)受給者証

65歳以上のかたは長寿福祉課☎(888)5668
障がいのあるかたは障がい福祉課☎(888)5663

(上記の高齢者と①〜④のいずれかの交付を受けて
いるかたが同居する場合も含みます)

助成額(ひと冬に１世帯１回)
u雪下ろしのみ＝上限10,000円
u雪下ろしと排雪＝上限15,000円

＊上記の高齢者と身体の不自由なかたが同居する場合も含む。

＊12月10日(日)からはコールセンターへ。☎(888)9400

除雪ボランティアを派遣します

申
込

除雪後の家の間口を
雪寄せします

申
込

自力での除排雪が困難なかた

上記の世帯などで作業する除雪ボランティ
ア(個人･団体･企業)を募集します。除

雪用具は秋田市ボランティアセン
ターでも準備しますが、活動場所
への移動、防寒着の準備は各自で
お願いします。なお活動時は、原
則ボランティア保険に秋田市社会
福祉協議会で加入します。

秋田市ボランティアセンター(秋田市社会福祉協議会内)☎(862)9774申し込み

企業･事業者のみなさんへ
少子高齢化による担い手不足のため、町内

会などが中心となって行う除雪活動が、思う
ようにできない地域が増えています。　

地域の除雪活動が円滑に行われ、安全安心
な冬を過ごせるよう、社会貢献として企業･事
業所のみなさんのご協力をお願いします。

福祉総務課地域福祉推進室☎(888)5661

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
！
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町内会など、地域住民で組
織する団体が除排雪作業を行
う場合に、小型除雪機や軽トラックを貸し出します。

貸出時間は、午前９時〜午後４時(原則、半日単位で
最大１日まで)。燃料費は市が負担します。詳しく
は、生活総務課へお問い合わせください。

☎(888)5625

運転手付きのダンプトラックなどを
無料で貸し出します

町内会やボランティア団体が実施する除排雪作
業に対し、運転手付きのダンプトラックまたは
積み込み機械のいずれかを無料で貸し出しま
す。事前に余裕を持って、道路除排雪対策本部
へお申し込みください。☎(888)5751

＊12月10日(日)からはコールセンターへ。☎(888)9400

個人の小型除雪機へ燃料を支給します

町内会やボランティア団体などが、地域の生活道路
などを除排雪する際に使用する、個人所有の小型除雪
機や農業用機械の燃料を支給します。

直接①か②の窓口で平日にお申し込みください。
①道路除排雪対策本部(市役所３階)
②各市民サービスセンター

申請書は、道路維持課ホームページからも入手
できます。
http://www.city.akita.akita.jp/city/

cs/mt/snow/kikaikasidasi/

各地区の社会福祉協議会、町内会、ボランティ
ア団体などに、小型除雪機、融雪機、融雪管、
軽トラック、その他必要な除雪用具を貸し出し
ます。秋田市社会福祉協議会へお申し込みくだ
さい。☎(862)7445

町内会の除雪活動の
ボランティア保険を補助します

町内会で除雪活動を行う際に加入するボランティ
ア保険を１町内につき年度内１回、全額補助します。

活動日前日(活動日が土･日、祝日の場合は、活動
日直前の平日)の午前中までに、秋田市社会福祉
協議会へお申し込みください。☎(862)7445

路面の凍結抑制剤を配布します
町内や地域で協力して作業を行う場合に、坂道や交

差点などの道路を凍りにくくするための凍結抑制剤
を、道路維持課車庫(寺内字蛭根85-９)で配布してい
ます。事前に、下記へご連絡ください。

なお、散布の際は通行車両に注意し、事故のないよ
うに作業してください。

スノーダンプなど、人力での排雪に限り、
降雪時から地域の街区公園や児童遊園地を堆
雪場として開放します。次の点にご協力くだ
さい。公園課☎(888)5755

■遊具や低木から離れた場所に雪を捨ててくだ
さい。雪の重みで破損する恐れがあります

■雪以外のごみを混ぜないように排雪してく
ださい。雪解け後の清掃などは、地域のみ
なさんでご協力をお願いします

地域での排雪に公園を開放します

町内会などで除排雪を行う場合

市
へ
の
申
込

市
社
協
へ
の
申
込

申
込

小型除雪機や
軽トラックを
無料で貸し出します

小型除雪機u各地区コミュニティセンターと各地域セ
ンターに配置します。申し込みは、各地区コミセン、
地域センターへ

軽トラックu小型除雪機の運搬や排雪用に、各市民サ
ービスセンター(中央を除く)と八橋地区コミュニティ
センターに配置しています。申し込みは、小型除雪機
と同様、各地区コミセン、地域センターへ

問
＊12月10日(日)からはコールセンターへ。☎(888)9400

道路除排雪対策本部☎(888)5751

申
込

条件u地域の生活道路、高齢者宅の間口やごみ集積所
などの除雪作業
支給量u１団体あたり年度内の上限は400㍑。作業実
施時に、随時支給します。期限は３月31日(土)

除排雪に関するお問い合わせはコールセンターへ ☎(888)940012月10日(日)u３月15日(木) 午前８時〜午後８時

問
＊12月10日(日)からはコールセンターへ。☎(888)9400

道路除排雪対策本部☎(888)5751
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◆道路に宅地内の雪を出さないでください！
除雪後の道路や融雪施設が設置された道路に雪を

出さないでください。路面状況が悪化し、事故の原因
にもなります。また、除雪作業に合わせて道路に雪を
出すことで、作業が大幅に遅れるだけでなく、通行人
にも迷惑がかかりますので絶対にやめましょう。

＊上記のように、交通に支障をきたすような行為は、法令(道路
法など)違反となります。

◆玄関･車庫前の雪寄せにご協力を
除雪車が通った後、道路に面

した玄関や間口などに寄せられ
た雪は、各世帯で取り除くようご協力ください。

◆除雪の際、最大の障害になる路上駐車はやめよう！ 
路上への放置車１台で、その町内の除雪が後回し

になったり、作業が中止になるなど、町内全体が迷
惑します。路上駐車をしない、またはさせないよう
ご周知ください。

◆敷鉄板などを置かないでください
宅地と車庫との段差を解消するための敷鉄板など

があると、除雪作業中に引っかけて破損するなど大
変危険ですので、撤去するようお願いします。

◆深夜の除雪作業にご理解をお願いします
除雪は、バス通りなどの幹線道路が最

優先です。翌朝の通勤時間帯までに完了
させるため、作業は深夜になります。ご迷惑をお掛
けしますが、ご理解をお願いします。

◆危険！ 作業中の除雪車には近づかないで！
◆雪で困っているかたがいる時は、地域のみなさんで

助け合いましょう

市では法律に基づき、空き家の適正な管理を進めて
います。空き家は所有者が適正に管理することが原
則。強風で屋根が飛んだり、落雪で被害を及ぼしたり
しないよう、必要に応じて修理や除雪をしましょう。
●通行人などに危害を及ぼすような空き家の相談

…防災安全対策課☎(888)5434
●その他、相談窓口の案内の問い合わせ

…市民相談センター☎(888)5646

空き家の管理は適正にお願いします

除雪マナーを守りましょう

ご協力をお願いします

幹線道路、学校周
辺の通学路、生活幹
線道路、歩道は、路
面積雪10cm以上も

しくは10cmを超えることが予想される場合
に除雪車が出動し、初期除雪の徹底を図りま
す。なお、幹線道路のうち、特に重要な
112㎞を最優先路線と位置づけています。

また、生活幹線道路以外の生活道路は、原
則10cm­­­以上の場合に除雪車が出動します
が、気象状況や路面状況などを総合的に判断
し、出動を決定します。作業は除雪を優先
し、その後、道路の堆雪状況に応じて、排雪
を行います。

稼働する基準

幹線道路、学校周辺の通学路、生活幹線道
路、歩道は、原則夜間から早朝にかけて作業
を行います。生活幹線道路以外の生活道路
は日中に作業を行いますが、豪雪時などは昼
夜を問わず作業を実施します。

一般生活道路の除雪の仕上がり

除雪初期

一般生活道路の除排雪は、雪の降り始めと
その後半では実施の判断が異なります。

①初期段階の除雪作
業では、堆雪部を除
く道路幅(幅員)を確
保し、アスファルト
を露出させます。

除雪後の幅員

②除雪作業を数回行
った後の除雪後期で
は、１車線と歩行者
の通行帯確保を目安
に除雪を行います。

除雪後
の幅員

堆雪部 堆雪部

排雪前
の幅員堆雪部 堆雪部

除雪後期

排雪作業実施前

排雪後の幅員

排雪作業実施後

③除雪後なお、車両･歩行者の通行が困難な
場合に排雪作業を行います。

＊堆雪部＝雪を寄せて雪がたまった部分。

堆雪部堆雪部

作業時間帯

堆雪部 堆雪部

除排雪のお問い合わせは
コールセンターへ

☎(888)9400

除排雪作業の
進め方
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 ■サンタやうさぴょんの楽しいステージショー
■親子ふれあい遊び ■大型風船遊び

問い合わせ 市民交流プラザ管理室☎(887)5310

秋田市民交流プラザ 検索

12月17日(日)▶24日(日)
アルヴェ１階きらめき広場

入場無料(販売品･似顔絵･映画鑑賞は有料)
 笑 顔 あ ふ れ る 演 劇
で、地域を元気に！

 梅若流梅若会による
民謡ステージ。

会場はアルヴェ２階のルミエール秋田。入場券
は12月１日(金)9:30からルミエール秋田で販売し
ます。１作品500円。先着各150人。

©2013｢舟を編む｣製作委員会

17日(日)▶24日(日) 10:00〜18:00

22日(金)10:30〜▶｢舟を編
�

む｣

23日(土)10:30〜▶｢ラストコップ THE MOVIE｣ 

23日(土)14:00〜▶｢植物図鑑 運命の恋、ひろいました｣

24日(日)10:30〜▶｢マイ･インターン｣

★全県総合ダンス祭 23日(土)14:00〜18:00

予選を勝ち抜いた歌自慢のみなさんのパフォー
マンスを、ぜひ会場でご覧ください！ NGT48のミ
ニライブもあるよ♪

24日のPVコンテストとカラオケグランプリは、司会に

元祖爆笑王さん、ゲストにNGT48から村雲颯香さん(秋

田市出身)他４人をお迎えします！
©AKS

元
祖
爆
笑
王
さ
ん

村
雲
颯
香
さ
ん

17日(日)17:15〜17:45

17日(日)17:45〜18:15

★物産･ハンドメイドフェア  

★焼きたてメロンパン販売
17日(日)▶24日(日) 10:00〜18:00

★アルヴェきらめきパフォーマーオンステージ
18日(月)▶22日(金) 13:00〜18:00 (21日は除く)

★似顔絵市場
23日(土)･24日(日) 10:00〜18:00

22日(金)▶ 24日(日)
★クリスマス

映画祭

★子ども未来センター クリスマスお楽しみ会
17日(日)11:00〜12:00

★劇団河辺わさび座公演
17日(日)13:00〜15:00

★ミニ梅若まつり
17日(日)15:00〜17:00

★New Spirits Jazz 
Orchestra
ビッグバンドステージ
23日(土)10:50〜11:30

★JR秋田支社吹奏楽部ステージ
23日(土)12:00〜12:45

★秋田市プロモーションビデオ(PV)
コンテスト2017 公開審査
24日(日)12:00〜13:30

★ALVE カラオケグランプリ
24日(日)14:00〜19:00

★VALORミニライブ

★pramoミニライブ



ろば(市役所２階)＝12月６日(水)･20
日(水)　②子ども広場(フォンテAKITA
６階)＝12月18日(月)
問u子ども未来センター☎(887)5340

太字の( )内は対象です。
問い合わせ先の◎は、各
地区の主任児童委員さんの印。
■築山きりんクラブ(就学前)　
12月８日(金)9:30〜11:00、築山児
童センターで。クリスマス会。
問u◎岡田さん☎080-1846-7064
■あおぞらキッズ(０歳～就学前)　12

月10日(日)10:00〜11:30、外旭川児
童センターで。クリスマス会。
問u◎船木さん☎(868)1902
■HOTの会のほっと広場(０～５歳)　
12月11日(月)･25日(月)、１月22日
(月 )、10:00〜 11:30、広 面 児 童 館
で。保険料１家族各50円。
問u同会の堀江さん☎(837)0584
■ほっぺの会(就園前)　12月12日(火)
9:45〜11:30、仁井田児童館で。保
険料１家族50円。クリスマス会。
問u◎内出さん☎090-1666-6349
■東きらきらくらぶ(就学前)　
12月12日(火)10:00〜12:00、東地

区コミセンで。クリスマス会。
問u◎佐藤さん☎(834)6289
■しゃぼんだま広場(就学前)　12月
15日(金)10:00〜11:30、四ツ小屋児
童センターで。クリスマスおはなし
会。問u◎伊藤さん☎(839)3891
■チャイルド中通(就園前)　
12月19日(火)、１月16日(火)、10:00
〜11:30、中通児童館で。問u◎高橋
さん☎090-2982-0427(17:00以降)
■おおすみキッズ(就学前)　
12月21日(木)、１月18日(木)、10:00
〜12:00、大住児童館で。
問u◎小松さん☎(839)5189

育
児
コ
ー
ナ
ー
！

＊スペースの都合などにより、「育児コーナー」に掲載依頼があったものすべてを掲載できない場合があります。ご了承ください。 16

　 　 　

 

 

 

  

 

 

 

 

　 　 　

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

　　 　

親子で遊ぼう ★参加無料　★直接会場へ

地
�

域
� �

で育
� �

児
�

★★

クーポン券の交付対象u保育所や幼稚園などに入所
(園)していない、平成23年４月２日〜29年４月１
日に生まれたお子さんがいる世帯　　
申請･交付窓口u子ども未来センター(アルヴェ５
階)、子ども育成課(市役所２階)、各市民SC(中央･
東部は除く)など。お子さんの名前が記載された健
康保険証、印鑑をお持ちください

29年度のクーポン券の使用は来年３月まで！
クーポン券(16枚)と
大森山動物園の年間

パスポート引換券(１枚)の綴
� �

りを、お子
さん１人に対して１冊交付しています。

交付を受けられるのは年度内１回までです。今年
度、まだ交付を受けられていないご家庭は右記窓
口でお申し込みください。

在宅子育て
サポート
クーポン券

問い合わせ 子ども未来センター☎(887)5340



­­­­­­­­

­­開催日は12月10日(日)。
会場はフォンテ文庫子どもライブラ
リー(フォンテAKITA６階)。
①11:00〜11:40＝対象は就学前の
お子さんと保護者 ボランティア｢お
はなしハーモニー｣による人形劇など
②14:00〜14:45＝対象は３歳〜小
学１年生のお子さん(先着10人)と保
護者 簡単工作｢カラフルマラカス｣
問uフォンテ文庫☎(893)6167

­­­­­明徳館ボランティア｢おはなしの会｣
による、大型紙芝居やブラックパネル
シアター、人形劇の上演。
対象u２歳〜小学２年生のお子さんと
保護者　日時u12月10日(日)11:00〜
11:40　会場uほくとライブラリー明
徳館２階研修ホール
先着u50人(付き添いのかたを含む)　
申込u12月２日(土)9:00からほくとラ
イブラリー明徳館☎(832)9220

栄養士による幼児食の進め方やおや
つについてのお話、相談。
対象u１〜３歳のお子さんと母親
日時u12月20日(水)10:30〜11:30　
会場u西部市民SC２階和室 先着u12組
申込u12月６日(水)9:00から西部子育
て交流ひろば☎(826)9007

会場は①が市保健所２階、②③④が市
保健センター(八橋)。申し込みは子ど
も健康課へ。☎(883)1174･1175
①プレママトーク　助産師を囲んで
妊娠･出産や子育ての悩みなどについ
ておしゃべり。先着10人。
対象u妊娠35週頃までの妊婦さん　
日時u12月18日(月)10:00〜11:00　
②産後のママトーク　助産師を囲ん
で産後の心や身体のこと、毎日の育児
についておしゃべり。先着10組。
対象u産後６か月頃までの母親(お子
さんも一緒にどうぞ)
日時u12月19日(火)10:00〜11:30
③育児相談 保健師、栄養士が個別相
談に応じます。電話相談は随時。先

着３組。対象u乳幼児と保護者　
日時u12月26日(火)9:00〜12:00　
④離乳食教室
離乳食の進め方、試食、個別相談な
ど。｢初期｣は調理実技、｢中期｣｢後期｣
は食品の調理法、歯の手入れ法も。申
し込みは、12月13日(水)8:30から。
＊太字の(­)内は対象と定員(先着)。
初期離乳食教室(生後４〜５か月。40組)
１月10日(水)10:00〜12:00
中期離乳食教室(生後６〜７か月。30組)
１月15日(月)10:00〜12:00
後期離乳食教室(生後８〜11か月。30組)
１月18日(木)10:00〜12:00

母子健康手帳別冊をよく読んで受診
しましょう。風邪や感染性の病気に
かかっているときはご遠慮くださ
い。別冊をお持ちでない場合は、子ど
も健康課(八橋)へお問い合わせを。
◆４か月･７か月･10か月児健診　
対象u４･７･10か月になった日から、
それぞれ満５か月･満８か月･満11か
月になる前日までのお子さん　
会場u母子健康手帳別冊に記載した協
力医療機関
◆１歳６か月児健診
日時･会場u右上表参照　持ち物u母子
健康手帳と別冊のアンケート(事前に
記入してください)、バスタオル
◆３歳児健診
視力･聴覚検査は自宅で行ってきてく
ださい。日時･会場u右上表参照　持ち
物u母子健康手帳と別冊のアンケート
(事前に記入してください)、尿検査セ
ット(尿を容器に採って)、バスタオル
­­­­­­­＊平成29年８月１日以降に転入され

たお子さんには、アンケートと尿
検査セットを健診の前の月に郵送
します。届かない場合は子ども健
康課にご連絡ください。

■旧秋田市の各地区　
受付時間u12:45〜13:30　
会場u市保健センター(八橋)　対象u１
歳６か月児健診…平成28年６月生ま
れの１歳７か月児、３歳児健診…平

成26年７月生まれの３歳６か月児
■旧秋田市の対象地区と健診日

■河辺･雄和の各地区
受付時間u12:45〜13:30　
会場u河辺総合福祉交流センター　
対象u１歳６か月児健診…平成28年５
月〜７月生まれ、３歳児健診…平成
26年７月〜９月生まれ　
実施日u１歳６か月児健診…２月６日
(火)、３歳児健診…３月14日(水)

０〜５歳の親子が対象です。時間は
9:45〜11:00。詳しくは、各保育所
(太字)へお問い合わせください。
­­­­­12月20日(水)▶岩見三内☎(883)2555
12月21日(木)▶河辺☎(882)3056
12月21日(木)▶川添☎(886)2139­­

子ナビ(子育てナビゲーター)が次の日
程で各施設を巡回し、子育ての悩みや
保育所入所などの相談に応じます。
時間は10:00〜12:00。
会場と実施日　①中央子育て交流ひ

育児コーナー！
笑顔がいいね

広報あきた　平成29年12月１日号17

１歳６か月児･３歳児健診の
対象地区ごとの健診日

幼
� �

児
�

食
���

講
� �

座
�

子
�

ナビの巡
���

回相談
� � � � � �

保
�

育
� �

所
� �

開
� �

放
� �

へようこそ！

乳
���

幼
� �

児
�

健康
� � � �

診
� �

査
�

子ども健康課☎(883)1174

＊料金の記載がないものは無料です。＊申込方法がないものは直接会場へ。
＊文中｢SC｣はサービスセンターの略。

各子育て交流
ひろばの場所

中央＝市役所２階、東部･南部･雄和＝各市民SC１階、
西部･北部･河辺＝各市民SC２階

明徳館
� � � � � �

冬
� �

の子
�

ども広
� �

場
�

育
� �

児
�

のこと☆イロイロ

きらきら
ウィンターランド

寺内･八橋･泉･保戸野･山王･川尻･
川元･旭南･旭北･高陽･大町･中通･
南通･楢山

対象
地区

１歳６か月児健診u１月11日(木)
３歳児健診u１月19日(金)

健診
日

牛島･卸町･大住･仁井田･御野場･
四ツ小屋･御所野･茨島･新屋･勝
平･豊岩･浜田･下浜･向浜

対象
地区

１歳６か月児健診u１月17日(水)
３歳児健診u１月25日(木)

健診
日

旭川･外旭川･新藤田･濁川･添川･山
内･仁別･千秋･手形･蛇野･手形山･東
通･広面･柳田･下北手･太平･横森･桜･
桜ガ丘･桜台･大平台･上北手･山手台

対象
地区

１歳６か月児健診u１月12日(金)
３歳児健診u１月23日(火)

健診
日

土崎･港北･将軍野･飯島･金足･
上新城･下新城

対象
地区

１歳６か月児健診u１月16日(火)
３歳児健診u１月24日(水)

健診
日
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第３回あきたアート
｢はだしのこころ｣

NPO法人アートリンクうちのあかり☎(838)6406
Eメール utinoakari@gmail.com
障がい福祉課☎(888)5663･FAX(888)5664

日時
12月８日(金)}17日(日)
10:00〜18:00(最終日は17:00まで)

会場 にぎわい交流館２階展示ホール

県内在住で18歳以上の障がいのあるか
たを対象に公募した、絵画･書･写真･造形
などの作品を展示します。

秋田の地で生まれたアートを、障がいのある人、ない人、すべ
ての人で分かち合う場です。ぜひご来場ください。

問い合わせ

入 場
無 料

石井 露
�

月
� �

雄和女米木
� � �

生まれ

本名は祐
� �

治
�

。明治26年に文学で身を立てるため上京し、俳人･正岡

子規
� �

に本格的に俳句を学びます。その後俳人として、高浜虚
� �

子
�

、河
� �

東
� � �

碧
� �

梧
�

桐
� �

、佐藤紅緑
� � � �

とともに｢子規門四天王｣と称されるまでになり、俳

誌｢ホトトギス｣の選者などを務めることとなります。

しかし、病弱だったこともあり、やむなく療養のため故郷に戻り

ます。女米木に帰ってからは俳句の句作と並行しながら、医業のほ

か、村民の生活向上や夜学会を通して青年教育などに尽力するな

ど、地域の発展に多大な功績を残しています。

現在でも、女米木の生家が現存するほか、彼の句碑が、雄和のみ

ならず、県内･全国にも点在しています。

明治６年-昭和３年
(1873-1928)

９

文書法制課ホームページに｢秋田市の先人｣を掲載しています。http://www.city.akita.akita.jp/city/gn/dc/hs/senjin/senjin.htm

企画展パンフレット表紙

題材は自由。はがきの裏に自作
の版画作品(１人１点)を刷って送
ってください。作品は１月12日
(金)から29日(月)まで、赤れんが郷
土館に掲示し、来館者による投票
で入選作を決定します。

なお、応募作品は返却しません。

赤れんが郷土館☎(864)6851問

募集区分 小学１〜３年生の部と小学４〜６年生の部

版の種類
木、ゴム、紙、いもなど自由。ただし、家庭用
簡易印刷機などの機械印刷は除く

申し込み

作品を刷ったはがきの表の差出人欄に、住
所、氏名、電話番号、学校･学年を書いて、12
月18日(月)から１月８日(月)までに、
〒010-0921 大町三丁目３-21 赤れんが郷
土館｢子ども年賀状版画コンクール｣係

石井露月資料室
(雄和図書館内)
☎(886)2853

露月直筆の書や短冊、手紙などのほか、
愛用の帽子、俳誌｢俳星｣など、多くのかた
から寄贈された品々を中心に展示してい
ます。観覧無料。俳人として名を高めた
露月の足跡を、ぜひご覧ください。

開館時間}10:00〜16:30
(休館日は月曜と月末)

｢秋
田
市
の
先
人
｣の
功
績
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
(不
定
期
)

12月２日(土)}３月11日(日)
9:00〜16:30

｢次郎左衛門雛｣や｢亨保雛｣、
佐竹家紋入りの雛道具などのほ
か、芥

�

子
�

人形、押し絵などの玩
具を展示します。

問}佐竹史料館☎(832)7892

観覧料}100円(高校生以下無料)

江
戸
時
代
の

雛
と
玩
具

佐竹史料館企画展

雛道具一式
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アルヴェ２階のルミエール秋田で映
画鑑賞後、イヤタカ(中通)２階ボストン
ホールで、ランチをしながらパーティー
トーク♥ 

マッチング成立のカップルには、ルミ
エール秋田で利用できる映画鑑賞無料
チケットをプレゼントします。

申し込みu下記ホームページからどうぞ。
締め切りは12月７日(木)。
singles-cafe-akita.jp/archives/212

あきた結婚支援センターのマッチングなどの効
果的な支援を受け、独身男女の結婚を促進するこ
とを目的に、会員登録料10,000円(３年間有効)の
半額を補助しています。詳しくは、子ども総務課
ホームページをご覧ください。
http://www.city.akita.akita.jp/city/ch/bs/default_kekkon.htm

子ども総務課☎(888)5687問い合わせ

　 　 　 　 　 　  
　

　 　 　  

　 　 　  

　

　 　    

　 　 　 　 　 　 　  

  　 　 　  

   　 　 　 　 　  

　 　 　 　 　  

　 　 　 　 　  

　 　 　  

　 　 　 　 　  

  　    

　 　  　  

　 　 　 　  

　

　

　

　 　 　  

　 　 　  

　 　 　  

サンライフ秋田〝運動と趣味の教室〟

19
歳
以
上
の
か
た
(各
先
着
順
)が
対
象
で
す
。

申
し
込
み
は
12
月
２
日
(土)
10
:00
か
ら
サ
ン
ラ
イ

フ
秋
田
(八
橋
)へ
。
☎
(８
６
３
)１
３
９
１

｢＊｣印の教室は別途材料費がかかります。

★結婚支援センターの登録料を半額補助！

鑑賞映画＝｢すべては君に逢えたから｣
クリスマスの東京駅を舞台に繰り広

げられる人間模様を描きます。出演は
玉木 宏、高梨 臨、東出昌大ほか。

対象＝20〜39歳の独身男女　
参加費＝3,000円　定員＝50人

秋田オルガンかわら版の会事務局☎(884)3335

国文祭メモリアルオルガンフェスティバル
〜クリスマスに奏でるおくりもの〜

12月15日(金)18:30開演(18:00開場)
アトリオン音楽ホール
入場料u1,000円(小学生以下無料)

クリスマスなのに｢田園｣が出てきたり、キャロ
ルやノエルと言いながら｢ゆりかご｣が話題に出た
り、いろんなイメージで創造してみてください♪

問

申
し
込
み

はがき(１人１枚)に、キャンプ名、郵便番号、
住所、氏名、年齢、性別、学校名･学年、電話･
FAX番号を書いて、12月８日(金)(必着)ま
で、〒010-0824 仁別字マンタラメ227-１
太平山自然学習センター☎(827)2171

日程u１月５日(金)･６日(土)の１泊２日
会場u太平山自然学習センターまんたらめ
対象と定員(抽選)u小学３･４年生の男女各12人
参加費u3,500円　…秋田駅から送迎バスあり

★スノーシュー体験

★雪あそび

★うどん打ち体験

★スノーキャンドル作り

12月10日(日)10:00〜15:30日時



＊市関連以外の掲載事業は、市が特に推奨するものではありません。参加内容は、主催者に事前によくご確認ください。
生じたトラブルに関して、市は責任を負いかねます。 20

◆ヘルプマーク･ヘルプカードをご活用ください

外見では援助や配慮を必要
としていることがわかりにくいかたを対象に、ストラップ型の｢ヘ
ルプマーク｣と、緊急連絡先や必要な支援内容を記載できる｢ヘル
プカード｣を12月から無料で配布します。詳しくは、障がい福祉
課へお問い合わせください。☎(888)5663･FAX(888)5664

義足や人工関節を使用しているかた、内部障がいや難病のか
た、または妊娠初期のかたなど、外見では援助や配慮を必要として
いることがわかりにくいかたが、配慮を必要としていることを周
囲に知らせることで、援助が得やすくなります。

ヘルプマークを身につけたかたを見かけたら、電車･バスの中で
は席をゆずるなど、思いやりのある行動をお願いします。

【配布場所】障がい福祉課(市役所１階)、健康管理課(八橋の市保健
所)、各市民サービスセンター(中央を除く)、駅東サービスセンタ
ーへ直接お越しください。その際、申込書(無記名)の記入が必要に
なります。なお、郵送は行いません

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

ヘルプカード

(初めてのかた優先)　申込u12月４
日(月)10:00から市社協ふれあい福
祉相談センター☎(863)6006

■KHJ秋田ばっけの会の集い
対象uひきこもりのかた(②はご家
族もどうぞ)　日時と会場u①12月
９日(土)13:30〜15:30、中央市
民SC(市役所３階)音楽室１で　②
12月16日(土)13:30〜15:30、中
央市民SC洋室４で 問u同会の菅
原さん☎090-6688-5216
■大切な人を自死や災害死などの
突然死で亡くされたかたの集い
日時u12月16日(土)13:00〜16:00
(個人ケアは要予約で15:20〜)　
会場u県社会福祉会館(旭北) 参加
費u300円　問u秋田グリーフケア
研究会☎080-5000-8706
■認知症の人と家族のつどい　
日時u12月17日(日)13:30〜15:30
会場uジョイナス研修室
問u同会秋田県支部☎(866)0391

■生き活き健康フェア
医師の相談コーナー、骨密度･血圧
測定など。
日時u12月９日(土)10:00〜14:00　
会場u秋田市民市場　問u社会医療
法人明和会☎(834)6461
■ここからサロン
３B体操とクリスマス茶話会。
対象}60歳以上のかた　日時}12
月22日 (金 )13:30〜15:30　会
場}勝平地区コミュニティセンタ
ー　参加費}300円 先着}20人　
申込}12月15日(金)まで勝平地域
包括支援センターシンシア

☎(883)3055
■猫の飼い主のみなさんへ
猫にとって屋外には、感染症、交
通事故、迷子、予期せぬ繁殖な
ど、危険がいっぱいです。猫は室
内で飼いましょう。また室内で飼
っていても、万が一に備え、迷子
札などを付けて身元表示をするよ
うにしましょう。
問u県生活衛生課☎(860)1593

いきいきサロン(参加無料)

対象は65歳以上です。時間は10:15〜12:00(ADL体操の③は
10:00〜)。動きやすい服装で直接会場へお越しください。

【ラフター(笑い)ヨガ】
12月７日(木)、大森山老人と子どもの家で。☎(828)1651

【ADL体操】
①12月13日(水)、八橋老人いこいの家で。☎(862)6025
②12月14日(木)、飯島老人いこいの家で。☎(845)3692
③12月20日(水)、雄和ふれあいプラザで。☎(886)5071

介護保険施設などでボランティア活動をし
て、集めたスタンプをポイントに換えると年
間最大5,000円の交付金が受けられます。

ご希望のかたは、講習会(いずれか１日)を
受講してください。直接会場へどうぞ。

対象}65歳以上で要介護認定を受けていないかた 講習会}12月
12日(火)、１月19日(金)、14:00〜15:30　会場}市老人福祉センタ
ー３階(八橋)　持ち物}介護保険被保険者証と保険料230円
問}秋田市社会福祉協議会☎(862)7445

介護支援
ボランティア
登録
講習会

思いを語り合いませんか

みんなの掲示板②



１チーム３人(登録は
４人まで)で先着64
チーム。日時u12月

16日(土)9:00〜16:00　会場u茨
島体育館　申込u電話、FAX、Eメ
ールのいずれかで、12月１日(金)
から８日(金)までスポーツ振興課
☎(888)5611･FAX(888)5612
Eメール ro-edsp@city.akita.akita.jp

日時u２月12日(月)9:30〜　会場u

県立武道館大道場　申込u12月20
日(水)まで秋田市武術太極拳連盟
の朝香さん☎(834)9490

日時u２月４日(日)10:00〜　会場
u県社会福祉会館(旭北)、県生涯学
習センター(山王)　試験料u甲種
5,000円 、乙 種 3,400円 、丙 種
2,700円　申込u市消防本部、各
消防署、消防試験研究センター秋
田県支部(中通)にある受験願書
を、12月11日(月)から26日(火)ま
でに同支部へ。☎(836)5673

すい臓がんの外科的治療や肝疾患
と運動療法の話。日時u12月５日

(火)13:30〜14:45
会場u市立病院２階講堂
問u市立病院医事課☎(823)4171

呼吸器感染症(肺炎やインフルエ
ンザなど)やインフルエンザ予防
に関する講話。タニタ食堂の食事
とメニュー解説も。
日時u12月13日(水)16:00〜18:00
食事代u750円 定員u30人　
会場･申込uあきたタニタ食堂(エ
リアなかいち内)☎(827)5125

◆若者の心といのちの相談会　
39歳以下のかたの悩みに応じま
す。日時u12月３日(日)･10日(日)･
16日(土)、10:00〜16:00
  会場uにぎわい交流館 申込uNPO
法人秋田県就労･生活自立サポー
トセンター☎090-6681-6677
◆こころの健康づくり相談会
つらいこと、苦しいことをゆっく
り話してみませんか。日時u12月

９日(土)、１月13日(土)、13:00〜
16:00　会場uハーモニープラザ
(アトリオン７階)　申込u(一社)日
本産業カウンセラー協会東北支部
秋田県運営部の阿部さん
☎080-1694-0764(10:00〜)
◆精神障がい者家族相談　
ご家族の不安や悩みに応じます。
日時u12月15日(金)10:00〜15:00
会場u市老人福祉センター２階和
室(八橋) 問uNPO法人秋田けや
き会☎(863)4481
◆出前こころのケア相談　
臨床心理士が、心の問題を抱える
ご本人の話を聞き、本人が問題解
決できるようサポートします。
日時u12月19日(火)13:30〜16:00
会場u北部市民SC 先着u２人　
申込u健康管理課☎(883)1180
◆ふれあい法律相談　木元愼一弁
護士と長岐和行弁護士が応じま
す。申し込みは１つの相談につき
年度内１回まで。日時u12月18日
(月)10:00〜12:00　会場u市老人
福祉センター(八橋)　先着u12人

広報あきた　平成29年11月３日号

■文中｢SC｣はサービスセンターの略。

情報チャンネルa

案内･健康

＊最新の情報は、広報広聴課ホームページで。☎(888)5471
http://www.city.akita.akita.jp/stream/tvkouhou_default.htm

  　 

15分番組｢わがまち大好き秋田市長です｣
平成29年の市政を振り返るu12/17(日)放送

悩まずにご相談ください

広報あきた　平成29年12月１日号21

危険物取扱者試験

市立病院の肝臓教室

市立病院＆タニタ食堂 健康カフェ

フロアカーリング交流大会

市民スポーツ祭･武術太極拳

u料金の記載がないものは無料です u申込方法がないものは直接会場へ

絆のコンサート2017〜絆を感じて〜
12月17日(日)15:00〜　文化会館

エフエム秋田☎(824)1155問い合わせ

前売券u高校生以上2,500円、小･中学生500円
販売所ucaoca広場、さきがけNews Cafe、
ローソンチケット(Lコード:22271)

｢北前船寄港地･船主集落｣の日本遺産認定や、８月
に実施した｢秋田市友好･姉
妹都市青少年会議｣、秋田で
は初の開催となった健康と
福祉の祭典｢ねんりんピ
ック秋田2017｣など、映
像とともに振り返りなが
ら、今年を彩った数々の
話題を紹介します！

秋田市絆づくり事業

出演u辛島美登里さん、
青谷明日香さん、市内
小学校音楽部、合唱団
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応急手当の知識、心肺蘇生法の実
技、AEDの使い方を学びます。
日時u12月16日(土)9:00〜12:00　
会場u南部市民SC 先着u20人　
申込u12月２日(土)から秋田南消防
署救急担当☎(839)9551

詩人･あゆかわのぼるさんが｢詩の
娯

�

の言うべし四方山
� � � �

話−丸みが取
れたか傘寿

� � � �

の私−｣と題し、自身
の創作や友人･伊奈かっぺいさん
のこと、地域活性化をめざす人た
ちの活動について話します。日時
u12月17日(日)13:00〜14:30　
会場u河辺総合福祉交流センター
先着u80人　問uほくとライブラリ
ー明徳館河辺分館☎(881)1202

水産物や青果、花きを特別販売！
日時u12月16日(土)9:00〜12:00
会場u卸売市場(外旭川)　問uあき
た市場マネジメント☎(869)5294

市役所前に集合し、バスで移動し

ます。対象u小学４年生以上の親
子(保護者でも可)　日時u１月10
日(水)･11日(木)、9:00〜12:00
見学施設uメタン発酵ガス化バイオ
マス発電所、秋田プライウッド向
浜工場、溶融発電循環炉 先着u各
10組　申込u12月７日(木)9:00か
ら環境総務課☎(888)5704

■朗読と音楽のつどい｢塩野米松
� � � �

の世界−自然･人･故郷｣　
日時u12月３日(日)14:00〜16:00
会場u秋田ビューホテル４階
問u明徳館こんわ会の佐藤さん

☎(866)0643
■秋田×アフリカTIME 12月９
日(土)、東部市民SCで。申し込み
は秋田大学医学部 IFMSAKTの宮
地さんへ。☎080-4830-2190
①Food Session＝12:00〜14:00
アフリカからの留学生が母国の料
理を振る舞います。先着30人　
②Music Session＝14:30〜16:00
伝統楽器の演奏やダンスなど。定
員150人
■東北スポーツボランティアサミ
ット　会場はジョイナス。定員各
50人。申し込みはFAX、Eメール
のいずれかに、住所、氏名、連絡
先、参加希望日を書いて、NPO法
人トップスポーツコンソーシアム

秋田へ。FAX(874)9592　
Eメール info@spocom.tv
①講演会　12月９日(土)14:00〜
17:00。北都銀行女子バドミント
ン部総監督・監督の講話。
②情報交換･分科会　
12月10日(日)9:00〜12:00。
問u☎(874)9591
■秋田混声合唱団クリスマスコン
サート 日時u12月10日(日)14:00
〜　会場u高清水酒造道場仙人蔵
(川元)　問u事務局の三浦さん

☎070-5017-1213
■秋田県社会福祉事業団実践発表会
午前は毎日新聞社論説委員･野澤和
弘さんの講演、午後は実践発表。
日時u12月12日(火)9:30〜15:30
会場uアルヴェ２階多目的ホール　
定員u140人　申込u12月８日(金)
まで同事業団☎(889)8363
■秋田大学鍵盤の会p.f.定期演奏会
日時u12月16日(土)14:00〜　
会場uアトリオン４階音楽ホール
定員u150人　問u同会代表の角田
さん☎080-1252-1674
■Aターンフェア　企業説明会や
就職相談、移住相談など。
対象u県外在住で秋田県内での就
職を希望するかた 日時u12月30
日(土)12:00〜15:00 会場uアル
ヴェ１階きらめき広場 問u県移
住･定住促進課☎(860)1234

22＊市関連以外の掲載事業は、市が特に推奨するものではありません。参加内容は、主催者に事前によくご確認ください。
生じたトラブルに関して、市は責任を負いかねます。

救命講習会

催　し
あゆかわのぼるさんの講演会

卸売市場開放デー

みんなの掲示板①

 

同大学教員のニッポン画家･山本太郎さんによ

る企画展。伝統的価値観と近代商業主義的イメ

ージがクロスする現代の日本社会を表現…とい

うような、ギャラリーによくありがちな難しい理

屈は抜きにした〝インスタ映え〟をメインにした

展示です。初日にはイベントも開催予定！ 詳し

くは、下記フェイスブックページで！

https://www.facebook.com/biyongpoint/

秋
田
公
立

美
術
大
学
の

プ
チ
情
報
コ
ー
ナ
ー

BIYONG POINT(ビヨン ポイント)
(八橋南一丁目１-３ 秋田ケーブルテレビ(CNA)内)

12月16日(土)u１月８日(月･祝)
9:00〜18:00日時

会場

＊12月29日(金)から１月３日(水)までは休館。

入場無料
直接会場へ

申し込みu12月５日(火)か
らアトリエももさだ

☎(888)8137
(9:00〜16:30、月曜休館)

小学生以上、親子などで
の参加歓迎！ 受講料500
円。定員各12人。

日時
12月17日(日)
①10:30〜12:00
②14:00〜15:30　

会場
秋田公立美術大学
サテライトセンター
(フォンテAKITA６階)

未来土偶☆
未来への想いを込めた
土偶をつくろう！

エネルギー関連施設見学会



­­­

申し込みは、いずれも12月４日
(月)9:00から。
■会場が南部市民SC
対象u小学４〜６年生
日時u12月16日(土)9:30〜12:30　
材料費u600円　先着u12人　
申込u南部市民SC☎(838)1217
■会場が北部公民館
対象u小学生と保護者
日時u12月16日(土)10:00〜13:00
材料費u1組1,200円　先着u10組　
申込u北部公民館☎(873)4839
■会場が雄和市民SC
対象u小学生の親子
日時u12月23日(土)9:30〜12:00　
材料費u１組1,500円　先着u８組　
申込u雄和市民SC☎(886)5540
■会場が河辺総合福祉交流センター
対象u小学生の親子
日時u12月24日(日)9:30〜12:00　
材料費u１組1,500円と保険料１
人10円　先着u６組　
申込u河辺市民SC☎(882)5171

クリスマスリース型のアップルパ
イ作り。対象u小学生と保護者
日時u12月23日(土)14:00〜16:00
会場u中央市民SC調理室(市役所３
階)　材料費u１組1,200円　先着
u８組　申込u12月４日(月)8:30か
ら生涯学習室☎(888)5810

味噌作りを体験。約1.5㌔の味噌
を持ち帰りできます。
日時u12月11日(月)10:00〜15:00
会場u中央市民SC調理室(市役所３
階) 参加費(昼食代込)u1,200円　
先着u15人　
申込u12月４日(月)9:00から中央
市民SC☎(888)5654

日時u12月27日(水)10:00〜11:30
会場u雄和市民SC
材料費u600円　先着u８人　
申込u12月４日(月)9:00から雄和
市民SC☎(886)5540

時間は10:00〜13:00。会場は秋
田テルサ。申し込みは12月４日
(月)10:00から。☎(826)1800
(開催日、参加費、定員の順で記載)
①にんじんパンとかぼちゃスコーン
１月11日(木)、1,800円、12人　
②男子厨房に入る｢豚の生姜

� � � �

焼き｣
１月13日(土)、1,000円、20人　
③豆腐とゆで卵の味噌漬けなど
１月15日(月)、1,500円、16人　
④キッシュ２種類とサラダ
１月24日(水)、2,000円、16人　
⑤豚こま肉の甘酢ダレなど
１月26日(金)、1,500円、16人
⑥ホワイトケーキとパウンドケーキ
１月29日(月)、1,500円、16人　

対象u18歳以上のかた(お子さん連

れは不可)　日時u１月13日(土)
10:00〜13:00 会場u卸売市場
(外旭川)　材料費などu1,000円　
定員(抽選)u18人　申込uはがき
に、講座名、住所、氏名、年齢、電
話番号を書いて、12月18日(月)ま
で、〒010-0802­外旭川字待合
28　あきた市場マネジメント

☎(869)5294

電子部品をはんだ付けして、オル
ゴール付きの小さな電子オルガン
を作ります。対象u小学４年生以
上で、はんだ付け経験のあるかた
日時u12月23日(土)13:00〜15:00
会場uアルヴェ４階の自然科学学
習館　先着u20人
申込u12月12日(火)16:00から自
然科学学習館☎(887)5330

対象u小学生の親子
日時u12月24日(日)
9:30〜11:30　
会場u雄和市民SC
参加費u１組1,000円 先着u10組
申込u12月４日(月)9:00から雄和
市民SC☎(886)5540

自分も相手も大切にして、上手に
気持ちを伝える方法を学びます。
日時u12月23日(土)13:30〜15:00
会場u中央市民SC洋室２･３(市役所
３階) お茶代u100円　先着u20人　
申込u12月４日(月)9:00から生活
総務課☎(888)5650　

広報あきた　平成29年12月１日号

■文中｢SC｣はサービスセンターの略。

情報チャンネルa u料金の記載がないものは無料です u申込方法がないものは直接会場へ

講　座
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市場発 旬の魚菜
� � �

料理教室

電子工作教室Ⅱ(中級編)

我が家の味噌づくり

秋田テルサの料理教室

親子クリスマススイーツ教室

クリスマスケーキを作ろう

年越しそば作り

コミュニケーションカフェ

ミニ門松づくり

この日の施設見学会のテーマは｢雄和の文化と新米を体
験｣。児桜新生町内会婦人部のみなさんは、｢石井露月資料
室｣(18ページ参照)で郷土の先人の足跡を学んだ後、雄和華

の里にある茅ぶき屋根が趣
����

ある｢里の家｣で、きりたんぽ作りを体験しま
した。おしゃべりも楽しみながら〝ころころ、ねりねり〟、手際よく完成
させたきりたんぽを入れたお鍋の味は格別だったことでしょう。

◆広報広聴課が行う団体向け施設見学会は、市関連の施設などをバスで
ご案内します。今年度の募集はすでに終了しました。

◆里の家でのきりたんぽ作り体験(有料)は、団体(10人以上)限定の予約制
です。詳しくは雄和振興公社へお問い合わせください。☎(881)3011

表紙の
はなし

お米を棒に巻き付けて…………炭火でこんがりと

おいしくいただきました！完成！ きりたんぽ鍋



広報あきた　編集発行■秋田市役所広報広聴課 〒010-8560 秋田市山王一丁目１番１号 ☎018(888)5471　■この冊子は単価１部21.816円です

｢常陸秋そばフェスティバル里山フェア2017｣
(11月11･12日)で、竿燈妙技を披露！ 

記念交流会で、常陸太田市の天神ばや
し太鼓(上)と東

���

金
� �

砂
�

神社田楽舞(左)が
披露されました

11月11日、秋田藩主佐竹氏の縁で交流のある、常陸太田市(茨城県)･秋田市･仙北市の「三市連携交流提携10周年」を記念
し、常陸太田市で記念式典が開催されました。式典には３市の市長、市議会議長が出席し、将来にわたり３市の市民の友
好親善関係を一層深めていくことを確認しあい、がっちりと固い握手を交わしました。企画調整課☎(888)5464
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３市の市長と市議会議長
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